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今月号のここがポイント！

今月号は解説記事 3 題をお届けします。解説記事の一つ目は，マイクロプラスチック

（MP）の魚類に対する影響についてです。本記事では，MP が魚類の体内に滞留後に排出

される挙動（魚体内動態），MP に吸着した有害物質の魚類への蓄積，MP の生物濃縮や

粒子毒性に関する最新研究結果を解説しています。二つ目は刺激応答性発光材料につい

てです。本記事では，機械的刺激に対して蛍光特性が変わるロタキサン型超分子メカノ

フォアを含有したポリウレタン系エラストマーを作製し，それらが示す機械的刺激に対

する可逆的な蛍光特性（発光の ON/OFF スイッチ）など従来の材料では得られなかった

特徴的な挙動について解説しています。三つ目は，メタルハライドランプ式促進耐候性

試験機についてです。非常に照度の高いメタルハライドランプを使用した促進耐候性試

験機は，プラスチックの耐候性を短時間で評価可能で，比較的新しい試験機です。本記

事では，メタルハライドランプ式促進耐候性試験機の標準的な利用方法，劣化促進性お

よび従来の促進耐候性試験機に対する利点などについて解説しています。
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